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【目的】 

 現在の私たちの生活において、物流が必要不可欠である。現在物流の手段としては、トラック輸送、内航海運輸送、

鉄道貨物輸送、航空輸送の 4種類がある。現在はトラック輸送が物流業界の中でほとんどの割合を占めているが、鉄道

貨物輸送は 1%にも満たない。なぜそのような状況になったのか、貨物列車の現状や課題について他の輸送手段との料

金及び所要時間の比較をして検討した。 

【方法】 

 関連文献、インターネットなどによる情報の収集･分析を行い、鉄道貨物輸送の利用率が低い理由を考察した。 

【結果】 

 資料を比較、考察した結果、航空貨物輸送を除いては、料金・所要時間ともに著しい差はなかった。それにもかかわ

らず鉄道貨物輸送の利用率が低いのは、現在荷主側がジャスト･イン･タイム方式により生産等を行っているが、鉄道に

は時刻表が存在し、臨機応変には対応できないためではないかと考えられる。しかし、世界規模での問題である環境問

題を考えると、トラック輸送を極力抑え、最も環境に優しい鉄道輸送を積極的に利用し二酸化炭素の削減に対し努力し

なければならないと考えた。 
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